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金鱗湖に生息するオイカワ（Zacco platypus）の 
冬季における産卵行動 

高 濱 秀 樹＊・大 倉 鉄 也＊＊ 
 

 
【要 旨】  オイカワ（Zacco platypus）の産卵期は通常 6～8 月とされる

が，金鱗湖に流入する小川の平瀬では 2008 年 12 月 27 日に産卵行動が記録

された。さらに，この場所では 2008 年 11 月から 2009 年 2 月にかけて，婚

姻色を呈する成熟雄個体が少なくとも 3－4 尾存在することが観察された。

これらのことは，常に温泉水が流入し，水温が約 30℃に保たれている水域が

ある金鱗湖では，オイカワの産卵が年間を通して行われている可能性を示唆

した。 
 
【キーワード】  金鱗湖 温泉水 オイカワ（Zacco platypus） 産卵行

動 性成熟 温暖化指標 
 
 

はじめ� 

 

オイカワ（Zacco platypus）は河川の中流から下流域および湖沼に生息し，日本および朝鮮

半島，台湾，中国南東部にかけて広く分布する淡水魚である(名越ほか，1962；川那部ほか，2005)。

その産卵期は通常 6 月～8 月(中村，1952；水口･檜山，1969)であり，下流域においては 7 月上

旬から 8 月下旬とされている(水野ほか，1958)。産卵初期・盛期・終期の水温はそれぞれ 18～

20℃，20～23℃，22～24℃と推定され (水野ほか，1958)，産卵開始が 23℃で，盛期が 25℃と

されている(佐藤ほか，1996)。産卵場所は，底に砂礫があり，流速 5~30cm/sec で，水深 5～20cm

の平瀬で行われる（中村，1952；水野ほか，1958）。また，成熟した雄には顕著な婚姻色と突起

状の追星が現れ，尻鰭が著しく伸張し，特有の形態を示すことが知られている(水口･檜山，1969)。 

金鱗湖には，水温が 30℃以上の温泉が流入する通称「ハエ川」がある (川西，1997)。ハエ

川は幅 1.7m ほどの水路で，底が砂礫で覆われており，深さは 20cm～30cm で，流速は約

15.4cm/sec 程度である。我々は，これまで金鱗湖に生息するオイカワと大分県内の他の河川に

生息する個体の形態学的な比較を行い，金鱗湖には他の河川では見られない小型の雄成熟個体

がいること，金鱗湖に生息する個体の鱗隆起線間隔はより均一であることを明らかにした(高

濱･大倉，2009)。このことは，金鱗湖に生息するオイカワは比較的安定な環境で成長し，性成

熟も早いことを示唆していた。本研究では，年間を通じて金鱗湖のオイカワの生態調査を行う
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中で，冬季における産卵行動の記録と婚姻色を呈する成熟雄個体の確認を行ったので報告する。 
 

材料と方法 

 

 オイカワ（Zacco platypus）の生態調査を，大分県由布市湯布院町の金鱗湖に流入するハエ

川で，2008 年 11 月 28 日，12 月 27 日，2009 年１月 26 日，2 月 28 日に行った。個体をもんど

りやタモ網で捕獲し，体長の計測を行い，産卵行動をデジタル一眼レフカメラで撮影と記録を

行った。 

 
結果 

 

オイカワ（Zacco platypus）の産卵行動が 2008 年 12 月 27 日に記録され，その場所は流速約

15.4cm/sec で，水深約 20cm の砂礫のある平瀬であった。��は，その日観察された雌雄によ

る一連の産卵行動を示す。最初に，雌雄が形成された産卵床上に同じ方向に並び，雄が雌のや

や上方に位置するようになった（��A）。次に，雄が体をやや S 字状に曲げながら雌に寄り添

う位置となった（��B）。雄は各鰭を拡張させ，頭部を前方から雌側に大きく曲げ，雌を覆う

位置となった（��C）。雌雄は激しく体を振動させ，尻鰭と尾鰭を使って砂を後方に立て始め

る行動をとった（��D）。雄は砂を後方に撒き散らす行動を継続しているが，雌は産卵床から

去り始める行動をとった（��E）。産卵された卵は確認されなかったが，雌雄の後方に卵を捕

食しようとする行動と推察できる未成熟個体を観察した。その後，雌雄は産卵床を離れ，産卵

行動は終了した。 

婚姻色を呈する成熟雄個体が，2008 年 11 月 28 日に 4 尾，12 月 27 日に 3 尾，2009 年１月 26

日に 3 尾，2 月 28 日に 4 尾確認され，そのうち捕獲により体長を計測できた成熟雄個体は 3 尾

で，それぞれ 83mm，87mm，105mm であった。 

 
�� 

 

 オイカワ（Zacco platypus）の配偶・産卵行動については詳細な研究があり（中村，1952），

雄による産卵場所の確保や配偶に至るまでの行動には多少の違いが見られるが（水野ほか，

1958），排卵と放精に至るまでの産卵行動はほぼ同じとされている。本研究で記録された産卵行

動は，中村（1952）が報告した排卵と放精に至るまでの産卵行動と一致していることを示した。

また，本研究は，雄の成熟個体が金鱗湖で冬季において常に存在していることを明らかにした。

温泉が常に流れ込み，年間を通して水温が約 30℃に保たれている金鱗湖では，産卵を行う温度

条件（水野ほか，1958；佐藤ほか，1996）をいつも満たしていることになる。このことは，金

鱗湖のオイカワでは冬季であっても，成長が継続され，性成熟が進行し，そのため産卵が年間

を通して行われているものと推測される。オイカワの産卵期は通常 6～8 月とされているが，温

暖化が指摘されている今日では，他の地域の河川で産卵期以外にも産卵が考えられる。こうし

たオイカワの時期外れの産卵行動は，温暖化指標となり得る可能性を示唆した。 
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��． 金鱗湖で， 2008 年

12 月 27 日に観察されたオイ

カワの産卵行動を示す一連の

写真 
A：産卵床を形成し，その上

に同じ方向に並ぶ雌雄。雄

（♂）が雌（♀）の上方に位

置する。 
B：雄が体をやや S 字に曲げ，

下方の雌に擦り寄せる。 
C：雄は，頭部を雌側に曲げ，

前方からも体を寄せる。 
D：雌雄は尻鰭と尾鰭で砂を

後方に激しく撒き散らす。 
E：雄は砂を撒き散らしてい

るが，雌は体を左に曲げ，産

卵床から離れる行動をとる。

産み落とされた卵を捕食しよ

うとするのが推察される未成

熟個体が，後方に見られた（矢

印）。 
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Reproductive Behavior of Zacco platypus in the Winter at  
the Lake Kinrin. 

TAKAHAMA, Hideki and OKURA Tetsuya 

Abstract 

Reproductive behavior of Zacco platypus was recorded in the small 
river pouring into the Lake Kinrin at the date of 27 December 2008. 
Three or four individuals of mature males were observed in the river from 
November of 2008 to February of 2009. These suggest that the 
reproductive behavior of Zacco platypus at warm water condition (about 
30℃) in the Lake Kinrin takes place in all season. 

 
【Key words】  The Lake Kinrin,  Hot spring water,  Zacco platypus,    
Reproductive behavior,  Maturation,  Indicator of global warming 

 

 

 




